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                   『４月２９日：みどりの集い』 

 
４月２９日は、毎年恒例の『みどりの集い』が緑化センターで開催されます。ご存知

の通り、１９８８年(昭和 63年)までは昭和天皇の誕生日であり、昭和天皇崩御後、昭
和天皇が自然を愛したことに因んで、『みどりの日』という名称に改められました。今

年からは『昭和の日』に改められ、みどりの日は５月４日に移っています。 
元々、みどりの日は『自然にしたしむとともにその恩恵に感謝し、

豊かな心をはぐくむ』ことを趣旨としており、『みどりの集い』として

は、１９９７年(平成９年)から開催され、今年で１１回目を迎えます。
それ以前は、みどり祭りや春の植樹祭としてイベントが行われてい

ました。 
今年はこれまでの内容に加え、バルーンアートによる大道芸シ

ョーや紙粘土細工･押し花絵画体験、餅まきやお餅の販売、繭ク

ラフトの販売など新しいブースもあります。数量に限りがあります

が、花苗のプレゼントも予定しています。 
まさに自然に親しめる１日を過ごしていただけると思います。ご

家族ご友人をお誘い合わせの上、ご来園下さい。 
 
 

『渓流の道』 （延長 3.5km 所要時間 120 分） 

 

第２駐車場をスタートすると、鹿の食害を受けたトベラがあります。舗装路を入口

の方へ下るとスギ･ヒノキ林があり、その横にある麻下川の橋を渡り林内に入ります。 
シキミ･ヤブツバキ･アラカシ･ヒサカキ･ハイノキなどの常緑広葉樹が多く見られ、

せせらぎの音を聞きながら渓流と平行して歩きます。ここは木陰で、初夏から夏向き

の道です。芝地ではパラソルを出して休んだり、渓流に入って遊んだりする子供達

も多く見られます。 
舗装路に出て下ると、鹿よけネットを張った中にサラサウツギが植えられています。

この辺りには、ウツギ･エゴノキ･キブシが見られ、大きなカーブを曲がるとシラカシに

テイカカズラが巻き付いています。 
さらに下り第 1 駐車場につくと右折します。この道は公園外の道路になります。し

ばらく進むと標識があり、右に進みます。渓流に平行した砂利道で、タラヨウなども

見られます。舗装路に合流する出口はゲートがあり、石が積んであります 
舗装路に出てすぐ左に下りて、渓流の飛石を利用し対岸へ注意して渡ります。再

び、渓流に沿った道（舗装路から見ると麻下川の向こう岸）に入り、森林の中を歩き

ます。さらに進むと、前述の鹿よけネット(えん堤)の下側で舗装路に合流します。舗
装路を上がると第 2駐車場に戻ります。 
せせらぎの音、葉が揺れる音、野鳥のさえずりなどが楽しめ、心休まる道です。 

押し花絵画作品 



 

                          ４月４日（水） 『春の自然探勝』 

１９年度最初の緑化研修会『春の自然探勝』は、３３名

の方が参加されました。研修会に合わすかのように染井

吉野も満開になったのですが、前日までの小春日和から

一転し、雪が舞う天候になりました。 

手がかじかむ中での研修会でしたが、皆さん熱心に

講師の話に耳を傾け、メモをとる姿も見られました。 

サクラも含めて、128 種類の樹木や品種の説明と解説

が行われました。コバノミツバツツジ･クロモジ･

ハウチワカエデ･ダンコウバイなどの花が咲いて

いるものから、花や葉がまだ出てきていないもの

まで、目に付いた植物の説明がありました。季

節外れの雪で早めに終了しましたが、天候の急

変に皆さん驚かれていました。 

今年度は月に２回程度植物観察会を実施す

る予定です。 

 

 

 

○５月３日(木) 『山菜を学んで食べよう』 10:00～12:00 
学習室 講師：広島県森林インストラクター 尾崎征生 
山菜の人気は年々増加しているようです。健康食ブー

ムもあり、多くの方が山菜を口にされていると思います。 
この研修会は、毎年たくさんの方に参加していただい

ています。山菜についての講義があり、実際に調理して試食します。昨年は、タラの

芽やぜんまい、こごみなどの天ぷらや山菜混ぜご飯などでした。 
今年は事前に申し込んでいただくことになっています。お名前と人数を事前にお

知らせ下さい。（管理事務所 082-899-2811迄） 
○５月２０日（日）『早朝探鳥会』 5:00～8:00 管理事務所前 
講師：日本鳥類保護連盟会員 吉見 良一 
今までに緑化センターで視認･聴認された野鳥は 107 種(１４

目３１科)です。今では見られない鳥もいますが、野鳥のさえずり
は絶えず聞こえてきます。昨年は２４種類の野鳥を確認･聴認す

ることができました。さて今年は？ 
○５月６日(日)『新緑を見ながら樹木を知ろう』 10:00～12:00 講師：中塚 道則 
○５月１３日(日)『新緑の山を歩こう』 10:00～14:00 講師：清藤 敞 
○５月２４日(木)『晩春の自然探勝』 10:00～12:00 講師：駄賀 恒男 

研修会状況 

染井吉野(満開)と季節外れの雪 

H１８年緑化研修：山菜を学んで食べよう 

トラツグミ：H19.3.23撮影 



 

                   ハナミズキ ミズキ科 ミズキ属 
 四月も半ばを過ぎると染井吉野は葉桜となり、あち

こちの公園や学校で白い（時にピンク色）四枚の総苞片

(花弁のように見える)をつけた『ハナミズキ』が咲きます。
樹高はあまり高くならず、紅葉もすることから庭木や街

路樹としても利用されています。 
この樹は、明治４２年(１９０９年)当時の尾崎行雄東京
市長がアメリカに桜の苗木を贈った（今もポトマック河畔

で咲いている）御礼にアメリカから贈られたもので日本

のヤマボウシによく似ていることから、『アメリカヤマボウ

シ』とも言われ、花言葉は『返礼』です。 
両者の違いは、ハナミズキは葉が展開する前か同時

に開花するのに対し、ヤマボウシは葉の展開後に開花

しますし、秋に実る果実は全く異なります。ハナミズキは

液果状の核果で暗紅色に熟します(写真上)が、ヤマボ
ウシは集合果で赤く熟しイチゴ状になります。(写真下) 

 
♪☆お知らせ･ご案内☆♪ 
◎ ４月２９日（日）は 『みどりの集い』 を開催します。 

10:00～15:00 多目的広場 
毎年恒例のイベントです。詳細はパンフレットをご覧下さい。 
各ブースで受付時間や受付人数が決まっているものがありま

す。また、参加料が必要なものもありますので、実行委員

会などでお確かめ下さい。 
 

◎ 展示会のお知らせ 

○緑化センターの木の葉展：開催中～５月１３日(日) 

○押し花展：４月２１日(土)～５月６日(日) 

○私の野鳥写真展：５月９日(水)～６月３日(日) 

○夏のバードカービング：５月８日(火)～８月３１日(金) 

展示場所：レストハスウス 

（レストハウスには様々な資料を置いていますのでご自由にお取り下さい） 

◎ 野生きのこの展示について 

緑化センターの野生きのこをレストハウスで常設展示しています。

季節によって様々なきのこをご覧いただけると思います。きのこの

鑑定は管理事務所で受け付けています。 

上：ハナミズキの実 下：ヤマボウシの実 

カブトムシ幼虫探し 

紙ヒコーキ大会 

注)公園内での植物採取は禁じられています。ご理解とご協力をお願いいたします。 


